
聖マリアンナ医科大学・医学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２７１３

基盤研究(C)（一般）

2019～2015

ライフヒストリーを基軸とした，中近世日本人骨の生物考古学的研究

Bioarchaeological study of life history patterns of the Medieval and Early 
Modern Japanese

２０３６０２１６研究者番号：

長岡　朋人（NAGAOKA, TOMOHITO）

研究期間：

１５Ｋ０７２４１

年 月 日現在  ２   ５ １１

円     3,900,000

研究成果の概要（和文）：今回、弥生時代以降の人口構造を調べた結果、中世において短命のピークを迎え、江
戸時代にかけて徐々に回復する傾向を発見しました。しかし、日本人の短命化と寒冷化との関係を探ったところ
両者のピークは一致しませんでした。その理由として、中世から江戸時代にかけての都市の衛生環境の改善や農
耕技術の発展が考えられます。しかし、寒冷化は日本人の健康状態に悪影響を与えていないわけではありませ
ん。栄養障害の痕跡から見ると、江戸時代前期は栄養状態が悪く身長ももっとも低い時代です。それにもかかわ
らず短命化と寒冷化が一致しない理由としては、中世における戦乱や自然災害の影響が強く短命化に至ったこと
が考えられます。

研究成果の概要（英文）：Objective: To test the hypothesis that the “Little Ice Age” (LIA) 
co-occurred with unique age-at-death patterns. Methods: Age at death and sex was determined for each
 skeleton and demographic profiles of the Yayoi Period, Eearly Medieval Period (EMP), Late Medieval 
Period (LMP), and Edo site samples were compared. Paleopathological data from previously published 
reports were evaluated.Results: The EMP had the highest mortality among young adults. Longevity 
increased in the samples (LMP and Edo) contemporaneous with the LIA. Conclusions: EMP early 
age-at-death was the result of poor community health, violent death, and frequent large-scale 
natural catastrophes. The LMP and Edo Period samples have an older age-at-death pattern and higher 
frequency of stress markers, argued to be a consequence of a colder climate.

研究分野： 人類学

キーワード： 生物考古学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果、短命化のピークは寒冷化のピークと一致しませんでした。短命化のピークは中世前期、寒冷化の
ピークは中世後期から江戸時代です。中世鎌倉の死亡リスクが高い理由としては、中世前期の戦乱や自然災害が
考えられます。鎌倉時代が終焉を迎えるときには大きな戦乱が起きました。また、鎌倉時代、特に13世紀には鎌
倉を壊滅させた大地震（1241年、1257年、1293年）が起き、鎌倉市全体に甚大な被害を残しています。今回、短
命化と寒冷化のピークが一致しないことから、日本の人口史は寒冷化で単純に説明できず、むしろ中世における
戦乱や自然災害の影響が中世の短命化に強く現れたかもしれません。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで，聖マリアンナ医科大学解剖学講座は，中近世人骨の古人口学や古病理学の先駆的研

究から，断片的ではあるものの，当時の都市居住民の生活を復元した。研究代表者は，中近世の
都市遺跡から出土した人骨を対象に，人類学の多様な研究手法から彼らの身体的特徴や生活環
境の解明を試みた。たとえば，（1）鎌倉市由比ヶ浜地域の中世人骨の生老病死を検証した研究で
は，日本列島の人類集団の中でもっとも若齢個体の頻度が高く，特殊所見として刀創を複数個体
に認めた。これらの所見は中世鎌倉の都市化による生活環境の悪化を原因と想定して矛盾がな
い。次に，（2）東京都一橋高校遺跡から出土した江戸時代人骨の古人口学的研究では，近世江戸
の都市住人の短命傾向を明らかにした。そして，この新知見と古病理学の所見と合わせて考察を
行い，近世都市の発展がヒトの生活環境の悪化と死亡率の上昇を導いた可能性を指摘した。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は，これまでの研究で培った成果を基礎として，関東・東海・近畿の都市部と農村部の

多様な考古学的背景を持つ中世人骨や江戸時代人骨の分析を行う。（1）古人骨の死亡年齢分布を
高精度に復元することによって，死亡率などの人口パラメータを試算し，センサスデータがない
過去の人々の生活復元をする。（2）未成人骨の死亡年齢構成や外傷性疾患，代謝性疾患，歯科疾
患，鉛中毒等の骨に残る病変を調べることにより，死産，流産，堕胎，嬰児殺し等の死因や当時
の社会の生活水準を探る。 (3)成人骨のエナメル質減形成について，古人類集団における出現状
況を検討し，その集団社会の生活水準や子ども時代のストレスを明らかにする。（4）これまでの
研究で培った成果を基礎として，未成人骨から得られた新知見と成人の生物考古学的知見を総
合する。 
 
 
 
３．研究の方法 
鎌倉市から出土した新規資料の記載を行い，そのデータをもとに中近世日本人の人口史を復

元した。本研究の資料は，弥生時代（前 500 年～後 300 年），中世前期（12～14 世紀），中世後
期（16世紀），江戸時代（1603～1867 年）の遺跡から出土した人骨 810 体である。これらの人骨
の死亡年齢構成（何歳の人がどのくらいいたか）を復元した。今回，死亡年齢の指標としたのは
骨盤の関節である腸骨耳状面である。腸骨耳状面は，若年個体では滑らかですが老年になると骨
棘や孔が多く現れる。腸骨耳状面に基づく死亡年齢の推定方法は，腸骨耳状面の溝，テクスチャ
ー，骨棘，孔から 1～7の 7 段階（数字が小さいほど骨が若い状態です）に分類し，その後年齢
に対応させるという手順をとった。本研究では，各時代の年齢構成を調べ，時代とともにどのよ
うに変化したのかを調べた。 
 
 
 
４．研究成果 
まず，鎌倉市から出土した中世末期から江戸初期の貴重な人骨を整理・記載・報告を行った。

能蔵寺跡は鎌倉市材木座 2 丁目に位置し，鎌倉市教育委員会の発掘調査により土坑墓から多数
の人骨が出土した。近隣には材木座遺跡や由比ヶ浜南遺跡，由比ヶ浜中世集団墓地遺跡等の中世
遺跡があり，本遺跡はこれらの遺跡の東側に位置する。年代はかわらけから戦国時代から江戸時
代前期と推定され，これまで調査された鎌倉市の中世遺跡より年代が新しい。人骨の保存状態は
不良であり，骨に強固に付着した泥状の土が乾燥・硬化し，その結果顔面頭蓋のほとんどが破損
し観察ができない状態であった。出土人骨の個体数は，混入部位を除くと 45 体であった。その
うち未成人 8 体（17.8％），15 歳以上の成人 37 体（82.2％）であった。また，成人は男性 4 体
（8.7％），女性 31 体（67.4％），不明 11体（23.9％）であった。特記事項として，成人女性の
右頭頂骨に 2個の陥没骨折を認めた。2個の陥没は右頭頂骨の矢状縫合の隣接部に前後に並んで
おり，前方は冠状縫合近くで直径が約 30mm の円形，後方はラムダ縫合近くで直径が約 20mm の円
形である。本研究は，齲蝕，生前喪失歯，エナメル質減形成，クリブラ・オルビタリア等の古病
理学的な所見を観察し，これらの時代変化や地域内変異を明らかにする。そして，当時の人々の
生活復元に関わる基礎データを提示した。 
 次に，資料の蓄積に基づき，日本列島の人口史の考察を深めた。本研究の目的は，日本人の人
口構造の時代推移を解明することと，その時代推移と気候変動との関係を探ることである。今回，
弥生時代以降の人口構造を調べた結果，中世において短命のピークを迎え，江戸時代にかけて
徐々に回復する傾向を発見した。しかし，日本人の短命化と寒冷化との関係を探ったところ両者
のピークは一致しなかった。その理由として，中世から江戸時代にかけての都市の衛生環境の改
善や農耕技術の発展が考えられる。しかし，寒冷化は日本人の健康状態に悪影響を与えていない
わけではないと考えられる。栄養障害の痕跡から見ると，江戸時代前期は栄養状態が悪く身長も



もっとも低い時代である。それにもかかわらず短命化と寒冷化が一致しない理由としては，中世
における戦乱や自然災害の影響が強く短命化に至ったことが考えられる。 
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